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■ 「ゲップ現象」の怪 ■

「ゴホゴホ……ゲホゲホッ……オエッ」

僕の肩をもみ始めてから1分と経たないう

ちに、息苦しそうな嗚咽を始めた。「どうし

たの？　おいおい大丈夫かいミッチー？」

と、突然のできごとに思わずうしろを振り

返った。「ゲホッ……大丈夫、人の肩をもん

であげるといつもゲップがでるのよ」と彼

女。「えっ？　なんで？　それって肩もみと

何か関係あるの？」と突っ込むと、こんな

答えが返ってきた。どうやら彼女はいわゆ

る霊感体質らしく、小さいころから予知夢

を見てきた。近所の人や親戚が死ぬ夢を

見ると、翌朝それが現実となっていたり、

幼少の時に亡くなった祖母が夢でアドバイ

スしたおかげで、台所の火事を発見したり

といったことがあったらしい。マッサージ

も彼女の霊的な能力らしく、かつて肩こり

のひどい友人の肩をもんであげたところ、

とても楽にしてあげられたという経験があ

り、つらそうな人には試してあげていると

いう。彼女には数人の霊能者の知り合い

がいるというが、不思議なことにその知り

合いも同様に、他人のマッサージをすると

嗚咽するというのだ。聞けば聞くほど、彼

女の役割は患部から悪い気を吸い上げて、

体内でなんらかの情報翻訳を施し、ゲップ

として外に排出する循環メディアなのでは

ないかと思えてくる。

■ ゲップがひらくトランスドア ■

鬼才スティーヴン・キング原作の映画『グ

リーンマイル』（*1）に登場する「ゲップ現象」

は、この作品に重要な深みと広がりをあた

えている。トム・ハンクス演じる死刑囚舎房

所長のもとに少女殺しの罪で入所してくる

黒人の大男、ジョン・コーフィー（マイケル・ク

ラーク・ダンカン）には、人の病を治癒させ

る不思議な能力が備わっていた。彼には

ある種の超能力があるらしく、病人の患部

に触れることで病の気を抜き取り、その後

激しく咳き込んだかと思うと、ゲップととも

に空中に吐き出してしまうのだ。この「ゲ

ップ現象」が私たちの日常である「この世」

と非日常である「あの世」という2つの情報

領域をつなぐトランスドアとして機能し、観

る者のイマジネーションを強力に拡張す

る。処刑を目前に控える死刑囚舎房の日常

が「ゲップ現象」という情報翻訳装置を使

うことで生命の神秘とつながれ、観客を超

日常的世界に誘う効果を最大化している

のだ。

サイコホラーの帝王でもあるキングはこ

の小説を書き下ろすときに、サイキック（*2）

と呼ばれる人たちの生の声を聞いていた

に違いない。彼はこの現象を、私たちの日

常世界と想像的非日常世界を結ぶイメージ

を広げる効果をもつ情報ドアとして利用

し、2つの世界をつなぐことで、私たちの

イマジネーションを広げる情報デザインに

成功している。

■ あの世とこの世をつなぐ ■

「いたこ」とは 津軽地方で活動する巫女

さんのことで、その昔は盲目の女性が多く、

「口寄せ」という亡くなった人（ほとけ）の言

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D





214 +++ iNTERNET magazine +++

葉を伝える霊媒といわれる人たちの総称

だ。「いたこ」は依頼者の望む死者の霊を

自分に憑依させ、この世とあの世をつなぐ

媒体となることで両者の会話を可能にする

情報翻訳者だ。今もなお彼女たちが存在

する理由は、先立たれた人の死者に対す

る悲しみを軽減する鏡のような存在、つま

りセラピストとしての役割を果たしてきた

からだろう。

前回話した「コミュニケーションとは相手

に居場所を提供すること」という角度から

見ると、「いたこ」とは依頼者と死者をつな

ぎ、互いに必要とし必要とされているとい

う実感を伴う関係性を構築するために必

要な翻訳者ということになる。彼女たちは、

人と死者との間にアーティフィシャルな関

係性をデザインすることで、両者の共感を

可能にする。霊媒者のTrance（憑依）のメ

カニズムやサイキック能力の真偽は別にし

て、インターフィールデザインが注目するキ

ーワードはこのTrans（横断する）という言

葉だ。

■ ミクロとマクロをつなぐ ■

京都は銀閣寺の庭にある「向月台」も私

たちの日常と非日常という2つの情報領域

をトランスするための情報ドアの例として

挙げられる。庭の中央に設置されている、

砂で固められた円錐形の台は先端が削り

取られていて、私たちの想像力を喚起す

る。それは私たちの脳がパターン認識を行

っているために、通常なら「ある」べき円

錐形の突端がそこに「ない」ことで緊急の

意識を発生させる。騒音のなかで眠る猫

は、音がなくなったとたん、異変に気付い

て目を覚ます。このように、「なぜあるべき

はずのものがないのか？」という疑問は、

その台は何かを載せることができるように

創られているではないかという推測につ

ながる。

向月台は1年のうちのある時期に、ある

視点から見ると、月がその台の上にくるよ

うにデザインされている。つまり、この台は

月を載せて愛でるために用意されたステ

ージなのだ。日本には昔から「借景」（*3）と

いう概念があるが、この向月台もその1つ

であると言える。借景とは情報デザインの

手法で言うと空間のコラージュだ。たとえ

ば家を造る予定地から見事な富士山が見

えたとすると、この景色を家に居ながら見

えるようにしたいと思うのが人間の欲望

だ。借景はこの欲望の実現をより進化させ

た情報デザインの方法なのだ。自分の家と

いうアーティフィシャルなものと、遠方にあ

る大自然のシンボルである富士山をシー

ムレスに、まるで一体に見えるように庭を

インターフェイスとしてうまく作れば借景は

完成し、家も自然の一部となる感覚を楽し

むことができる。

では「向月台」は何をつなぐための情報

ドアなのだろうか。禅の庭はお茶と同じく

さまざまな自然のシンボルを限定された空

間に配置することでその外の世界を知る

装置として造られている。庭師はそこに設

置する石や木に対して「君はどこに置かれ

たい？」と1つ1つていねいに聞きながら

庭を造るという。この対話的なプロセスか
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ら庭師ができるだけ自然に近い形で庭を

構成しようとする態度をうかがい知ること

ができる。それは、私たちを取り囲む大自

然を縮小することで、ふだんは気のつかな

い変化を把握できやすくするということで

もある。

「向月台」は、庭というミクロコスモスと、

宇宙というマクロコスモスをつなぐトラン

スドアとして機能する。日常の既成観念に

がんじがらめになっている私たち人間が、

自然の一部であるということを思い出させ

てくれる装置なのだ。

■ コンタクトとトランス ■

ネット社会の中で私たちの創造できる新

たな価値とは何だろう？　それは、「コンタ

クトバリュー」と「トランスバリュー」という

2つの価値に大別されると考えている。「コ

ンタクト」とは、情報と情報の接触を意味

し、「トランス」とは、ある情報から別の情報

フォーマットへの翻訳を意味するワードと

して使っている。「コンタクトバリュー」とは、

これまで出会うことのなかった人や情報

が、インターネットを通して接触できるよう

になることで創発する新たな価値だ。また、

「トランスバリュー」とは、コンタクトするこ

とによって出会った人や情報がトランスデ

ュース（情報翻訳）されて生まれる価値で

ある。接触する２つの情報領域が開口し、

相互に情報が流通することによって価値が

創発するのだ。このトランスバリューを生

むために重要な情報翻訳装置こそ、トラン

スドアの正体なのだ。

今日の結論。

異なる情報領域をつなぐ

「トランスドア」を開け！

ネット社会の新たなビジネスを創造する

こととは新たな価値創造にほかならない。

そのために重要なテクニックこそ、未知の

情報間のコンタクトとその領域がつながれ

て情報が流通するためのトランスデュース：

情報翻訳なのだ。

Think Favorite!

編注：

（*1）グリーンマイル：原題“GREEN MILE”、1999
年、アメリカ。監督フランク・ダラボン。大恐慌時
代のアメリカ南部を舞台とした映画。ヒーリング
能力を持つ死刑囚の監獄での生活を中心に、生
と死をテーマとした物語が展開される。

（*2）サイキック（psychic）：超能力者、または心霊現象
の霊媒となる人。

（*3）借景（しゃっけい）：庭園の内部の木々や建物の
ほか、山などの外の自然などを遠景に加えて庭園
の景観を構成すること。
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情報ドア 

A、Bの接触 

A B

情報領域A、B間の情報流通 

コンタクトバリュー 
の発生 

Aの情報領域 Bの情報領域 

トランスバリュー 
の発生 

■ 七瀬至映 Nanase Yukiteru ■
クリエイティブディレクター&プロデューサー。情報を
受発信する個人が主役となる時代のコミュニケーシ
ョンの可能性をテーマに、マルチな活動を続ける。近
著に『クリアトロン～創造性遺伝子』、インターネット
社会の新たな価値創造の方法に迫る『サクセス・バ
リュー・ワークショップ』（いずれも発行：デジタルハリ
ウッド出版局）がある。
「あなたの情報デザインテクニック投稿大歓迎！」

mailto:yukiteru@creatron.net
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